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人口のうごき
	 総人口 １１，０７１人（1）
男 	 ５，４７１人（4）
女 	5，６００人（－3）
世帯数 4,808戸

（各区別人口）平成20年7月末日現在
金武		4,809人	(-6)	 転入	 37人
並里		2，687人	(-3)	 転出	 40人
中川		 924人	(3)	 出生	 11人
伊芸		 934人	(0)	 死亡	 7人
屋嘉		1,717人	(7)	 結婚	 3件
	 	 	 	 離婚	 1件

（　）内は増減を表す

▲凱旋した金武ジュニアスターズと父母のみなさん



こ
れ
が
ネ
イ
チ
ャ
ー
み
ら
い
館
だ
！！

外
間
理
事
長
に
聞
く

質

問
１　

ネ
イ
チ
ャ
ー
み

ら
い
館
の
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
み
ら
い
館
は
、
水

田
と
亜
熱
帯
特
有
の
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
林
が
群
生
す
る
自
然
豊
か
な
立

地
条
件
に
、
研
修
施
設
や
キ
ャ
ン

プ
場
等
、
屋
内
外
の
機
能
を
併
せ

持
っ
た
自
然
体
験
学
習
施
設
で
す
。

質
問
２　

お
す
す
め
の
体
験
プ
ロ

　

グ
ラ
ム
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
カ
ヌ
ー
体
験
や

金
武
町
な
ら
で
は
の
田
芋
収
穫
体

験
。
ま
た
、
船
釣
り
体
験
や
グ
ラ

ス
ボ
ー
ト
、
木
工
体
験
、
陶
芸
体

験
等
が
お
す
す
め
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
内
容
盛
り
だ
く
さ

ん
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

質
問
３　

町
民
の
皆
様
へ
ひ
と
言
。

　

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
や
若
者

に
自
然
環
境
の
素
晴
ら
し
さ
と
夢
を

提
供
し
、
町
民
は
じ
め
多
く
の
人
達

の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
な
施
設
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
喜
ん
で
も
ら
い
、

親
し
ま
れ
る
よ
う
な
施
設
運
営
を

行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
の
ご
来
館
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

▲スタッフのみなさん

自
然
体
験

　

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

　
　
　

カ
ヌ
ー
体
験

　

自
然
観
察

　

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
観
察

　

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

　
　

＆
海
岸
観
察
他

生
活
体
験

　

田
芋
収
穫
体
験

　

郷
土
料
理
体
験
他

伝
統
文
化
体
験

　

陶
芸
体
験

　

紅
型
体
験

　

漆
喰
シ
ー
サ
ー

　
　
　

づ
く
り
体
験

　

木
工
体
験　
　

他

　
漁
業
体
験

　

船
釣
り
体
験　

他

そ
の
他

　
レ
ン
タ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
田
ん
ぼ
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル

　
　

＆
田
ん
ぼ
遊
び

よろしくお願いします
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沖
縄
に
来
て
か
ら
・
・
・

　

今
年
度
も
四
人
の
海
外
移

住
者
子
弟
等
研
修
生
を
受
入

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
海
外

通
信
で
は
、
研
修
生
に
沖
縄

の
印
象
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

新
里 

マ
リ
オ 

ア
レ
ハ
ン
ド
ロ

　

沖
縄
は
と
て
も
き
れ
い
な

所
で
す
。
沖
縄
の
人
達
は
親

切
で
友
好
的
だ
し
、
文
化
も

と
て
も
お
も
し
ろ
い
で
す
。

三
線
と
陶
芸
と
踊
り
を
習
っ

て
い
ま
す
が
、
と
て
も
楽
し

い
で
す
。

比
嘉 

内
田 

カ
ル
ラ 

ク
リ
ス
テ
ィ
ナ

　

私
が
沖
縄
で
好
き
な
所

は
、
現
代
文
化
と
伝
統
が
織

り
成
す
建
築
物
と
美
し
い
自

然
で
す
。
ま
た
、
沖
縄
の
人

達
は
気
さ
く
で
優
し
く
、
周

り
に
い
る
人
達
に
元
気
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
今
の
こ
の

沖
縄
が
あ
る
の
も
地
元
の
人

達
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま

す
。

前
田 

憲
儀 

リ
カ
ル
ド

　

沖
縄
は
、
い
い
人
達
ば
か

平成20年度　海外移住者子弟研修生紹介

氏　　名　新里 マリオ アレハンドロ
国　　籍　アルゼンチン共和国
屋　　号　マチムトゥ（並里区）
　　　　　父：新里  マリオ　　　
　　  　　母：リリアナベアトリス
　　　　　　　シルヴァ　　　　
研修科目　日本語・日本文化　　　

氏　　名　山城 キャティ
国　　籍　ボリビア共和国
屋　　号　ターガンジャウィージュー
　　　　　　　　　　　　　（並里区）
　　　　　父：山城　茂
　　　　　母：山城　洋子
研修科目　経理・温室栽培

新里	マリオ	アレハンドロ

前田	憲儀	リカルド 山城	キャティ

比嘉			内田		カルラ	

氏　　名　比嘉   内田  カルラ 
　　　　　クリスティナ
国　　籍　ペルー共和国
屋　　号　ジャーナ（金武区）
　　　　　父：比嘉  フリオ
　　　　　母：比嘉　カルメン
研修科目　美術工芸・写真

氏　　名　前田 憲儀 リカルド　　
国　　籍　ブラジル連邦共和国　
屋　　号　父：アガリメーダ（金武区）
　　　　　母：イリシマブク（並里区）
　　　　　父：前田　隆蔵　
　　　　　母：前田　千代子
研修科目　保守操作（電気）　　

（旧姓：仲田）

り
で
す
。
い
ろ
ん
な
事
を
学

び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
本
当
に
楽
し
い
所
で

す
。
沖
縄
で
い
っ
ぱ
い
友
達

を
作
っ
て
、
そ
の
絆
を
ブ
ラ

ジ
ル
ま
で
持
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

山
城 

キ
ャ
テ
ィ

　

沖
縄
に
来
て
は
や
１
ヶ
月
、

あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

ク
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
日
本

語
、
文
化
の
研
修
も
終
わ
り
、

今
月
か
ら
は
専
門
研
修
が
始

ま
り
ま
す
。
未
熟
で
す
が
頑

張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

海
外
通
信

　

平
成
二
十
年
度
の

金
武
町
海
外
移
住
者

子
弟
等
研
修
生
四
人

が
八
月
二
日
に
入
国

し
、
八
月
十
二
日
よ

り
研
修
が
始
ま
り
ま

し
た
。
今
回
の
研
修

生
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
か
ら
新
里 
マ
リ
オ 

ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
さ
ん
、

ペ
ル
ー
か
ら
比
嘉 
内

田 

カ
ル
ラ 

ク
リ
ス

テ
ィ
ナ
さ
ん
、
ブ
ラ

ジ
ル
か
ら
前
田 

憲

儀 

リ
カ
ル
ド
さ
ん
、

ボ
リ
ビ
ア
か
ら
山
城 

キ
ャ
テ
ィ
さ
ん
の
四

人
で
す
。

　

研
修
生
の
皆
さ
ん

は
十
一
月
二
十
七
日

に
帰
国
す
る
ま
で
、

日
本
語
や
琉
球
舞
踊
、

専
門
技
術
等
を
学
び

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

行
わ
れ
る
町
内
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
町
民
と
の
交
流
・

親
睦
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲首里城を見学しました
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平
成
十
九
年
度
の
経
営

構
造
対
策
事
業
に
参
画
し

た
嘉
喜
又
原
マ
ン
ゴ
ー
生

産
組
合
（
組
合
長
・
神
里

義
勝
）
の
メ
ン
バ
ー
が
、

八
月
十
三
日
、
事
業
完
了

の
お
礼
と
今
年
度
の
マ
ン

ゴ
ー
の
ア
ピ
ー
ル
を
兼
ね

て
町
役
場
を
訪
問
し
、
マ

ン
ゴ
ー
三
箱
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

現
在
金
武
町
の
マ
ン

ゴ
ー
は
拠
点
産
地
認
定
の

申
請
中
で
あ
り
、
今
後
さ

ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

▲役場を表敬訪問したジュニアスターズの
　選手のみなさん

▲エコファーマーの認定を受けた城間慶史さん

▲エコファーマー
マーク

▲表敬訪問を行ったマンゴー生産組合のみなさん

　

八
月
六
日
、
北
部
地
区

の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定

証
交
付
式
が
北
部
合
同
庁

舎
で
行
わ
れ
、
城
間
慶
史

さ
ん
（
金
武
区
・
二
十
九

歳
）
が
本
町
で
初
め
て
県

よ
り
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

二
十
一
日
に
は
町
役
場
を

訪
れ
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

認
定
授
与
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
、

「
土
づ
く
り
・
減
化
学
肥
料
・

減
科
学
農
薬
」
の
三
つ
の

技
術
に
一
体
的
に
取
り

組
む
農
業
者
の
こ
と
で
す
。

認
定
を
受
け
る
と
、
農
産

物
に
「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

マ
ー
ク
」
を
貼
る
こ
と
が

で
き
、
消
費
者
の
信
頼
を

得
る
と
い
う
面
で
販
売
上

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

城
間
さ
ん
は
町
内
で「
て

ご
ろ
菜
」
と
い
う
葉
野
菜

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
を
受
け
た
儀
武
町

長
は
「
み
ず
み
ず
し
く
て

お
い
し
い
野
菜
だ
。
今
後

は
町
と
し
て
も
土
づ
く
り

の
面
で
協
力
し
て
い
き
た

い
。
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を

増
や
す
た
め
に
技
術
を
伝

え
て
欲
し
い
」
と
述
べ
、

今
後
の
金
武
町
の
農
業
の

発
展
に
期
待
を
寄
せ
ま
し

た
。

　

八
月
十
四
日
か
ら
三
日

間
、
福
岡
県
で
行
わ
れ
た

第
三
十
回
稲
尾
杯
少
年
野

球
大
会
（
稲
尾
和
久
氏
追

悼
大
会
）
で
、
沖
縄
県
代

表
で
出
場
し
た
金
武
ジ
ュ

ニ
ア
ス
タ
ー
ズ
が
、
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

　

一
点
差
ゲ
ー
ム
や
サ
ヨ

ナ
ラ
ゲ
ー
ム
な
ど
、
接
戦

が
続
い
た
大
会
で
し
た
が
、

優
勝
へ
の
強
い
思
い
と
応

援
に
駆
け
つ
け
た
父
母
の

後
押
し
を
受
け
、
見
事
に

参
加
五
十
六
チ
ー
ム
の
頂

点
に
立
ち
ま
し
た
。

 

十
七
日
に
凱
旋
し
た
ジ
ュ

ニ
ア
ス
タ
ー
ズ
の
選
手
達

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
関

係
者
か
ら
祝
福
を
受
け
、

少
し
照
れ
な
が
ら
も
共
に

優
勝
を
喜
び
ま
し
た
。
松

堂
嘉
洋
主
将
（
金
武
小
六

年
）
は
「
嬉
し
か
っ
た
。

最
高
。
厳
し
い
試
合
の
連

続
だ
っ
た
け
ど
、
負
け
る

気
は
し
な
か
っ
た
」
と
喜

び
を
か
み
締
め
て
い
ま
し

た
。

　

十
九
日
に
は
町
役
場
を

訪
れ
、
優
勝
を
報
告
し
ま

し
た
。
儀
武
町
長
は
「
金

武
町
に
優
勝
旗
を
持
っ
て

き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

本
当
に
嬉
し
く
思
う
。
町

の
人
た
ち
も
頑
張
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
述
べ
、
選

手
達
を
祝
福
し
ま
し
た
。

※
稲
尾
杯
は
元
西
鉄
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

投
手
で
昨
年
急
逝
し
た
稲
尾
和
久
さ

ん
の
名
を
冠
し
た
大
会
。
毎
年
八
月

に
、
福
岡
、
長
崎
、
佐
賀
、
沖
縄
な

ど
か
ら
強
豪
が
参
加
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。

城
間
慶
史
さ
ん
が

　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に
認
定

栄
冠
は
金
武
に
輝
く
！

金
武
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ー
ズ
が
稲
尾
杯
を
制
す
！

嘉
喜
又
原
︵
屋
嘉
区
︶

マ
ン
ゴ
ー
生
産
組
合
が
表
敬
訪
問
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町長と町民を
結ぶコーナーゆいまぁるゆいまぁる

　

地
域
の
要
望
、
提
言
等
を
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

平
成
二
十
年
度
行
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
区
事
務
所
を

廻
っ
て
、
区
長
・
行
政
委
員
・
区
事
務
所
職
員
と
町
の
取
り
組
み
や
各

区
の
要
望
等
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
以
下
、
各
区
別
の
内
容
を

一
部
掲
載
し
ま
す
。

七
月
十
五
日
（
火
）
午
後
七
時
～

①
大
苗
代
排
水
路
事
業
に
つ
い
て

【
並
里
区
】
大
苗
代
排
水
路 

事

業
の
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

【
町
】
今
年
度
金
武
・
並
里
地

域
の
排
水
路
調
査
を
実
施
す
る

予
定
で
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、

上
水
道
整
備
や
道
路
整
備
等
と

連
携
し
な
が
ら
排
水
路
計
画
を

作
成
し
て
い
き
た
い
。

②
機
械
銀
行
に
つ
い
て

【
並
里
区
】
現
在
建
設
中
の
堆

肥
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
機
械

銀
行
を
整
備
し
、
農
家
へ
農

機
の
貸
し
出
し
を
行
う
と
聞

い
て
い
る
が
、
進
捗
状
況
を

伺
い
た
い
。

【
町
】
機
械
銀
行
に
つ
い
て
は
、

整
備
条
件
等
を
再
考
し
、
整
備
し

て
い
く
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

七
月
十
六
日
（
水
）
午
後
七
時
～

①
金
武
公
会
堂
前
広
場
整
備

に
つ
い
て

【
金
武
区
】
金
武
公
会
堂
前
広
場
整

備
事
業
の
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

【
町
】
現
在
は
設
計
を
進
め
て
い

る
段
階
で
あ
り
、
細
か
い
設
計

に
関
し
て
は
区
と
連
携
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。
十
二
月
に
は

工
事
着
工
予
定
で
あ
る
。

②
農
業
集
落
排
水
事
業
処
理
水

の
有
効
活
用
に
つ
い
て

【
金
武
区
】
現
在
整
備
中
の
農
業

集
落
排
水
事
業
の
終
末
処
理
場

か
ら
発
生
す
る
処
理
水
を
有
効

活
用
し
て
ほ
し
い
が
、
町
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

【
町
】
農
業
集
落
排
水
事
業
の
終

末
処
理
施
設
か
ら
発
生
す
る
処
理

水
に
つ
い
て
は
、
農
業
用
水
と
し

て
活
用
し
て
い
く
。

七
月
十
七
日
（
木
）
午
後
七
時
～

①
親
田
原
の
農
業
道
路
の
整
備

に
つ
い
て

【
伊
芸
区
】
親
田
原
の
農
業
用
道

路
整
備
を
要
望
と
し
て
あ
げ
て

い
る
が
、
現
況
を
伺
い
た
い
。

【
町
】
現
在
、
用
地
関
係
で
区
長

と
調
整
し
て
い
る
。
現
在
で
き

る
範
囲
の
整
備
内
容
で
あ
れ
ば

早
急
に
整
備
し
て
い
く
。

②
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
つ
い
て

【
伊
芸
区
】
農
業
用
水
不
足
を
解
消

す
る
た
め
か
ん
が
い
排
水
の
貯
水

池
を
整
備
し
た
い
が
、
町
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

【
町
】
県
営
事
業
は
、
一
市
町
村
一

事
業
の
前
提
が
あ
り
、
屋
嘉
区
の
小

浜
原
か
ん
が
い
排
水
事
業
の
整
備
が

あ
る
程
度
進
ん
だ
時
点
で
、
伊
芸
区

の
調
査
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

七
月
二
十
八
日
（
月
）
午
後
七
時
～

①
各
地
区
公
民
館
等
に
お
け
る

難
聴
者
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

【
屋
嘉
区
】
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
等
に
設
置
し
て
い
る
磁

気
ル
ー
プ
を
各
地
区
公
民
館

へ
設
置
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
る
が
、
町
で
設
置
予

定
は
あ
る
か
伺
い
た
い
。

【
町
】
社
会
福
祉
協
議
会
で
各

区
に
設
置
し
て
お
り
、
区
事

務
所
職
員
等
に
向
け
て
の
講

習
会
も
行
っ
て
い
く
。

②
屋
嘉
西
児
童
公
園
の
整
備

に
つ
い
て

【
屋
嘉
区
】
子
供
た
ち
が
安
心

し
て
遊
べ
る
よ
う
屋
嘉
西
児

童
公
園
を
平
地
に
整
備
し
て

ほ
し
い
。

【
町
】
ウ
ガ
ミ
等
の
問
題
で
区

か
ら
造
成
し
な
い
よ
う
要
望

が
出
て
い
た
と
思
う
が
、
今

後
は
区
で
整
備
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

並
里
区

中
川
区

金
武
区

伊
芸
区

屋
嘉
区

平
成
二
十
年
度
行
政
懇
談
会
を
開
催

▲金武区で行われた行政懇談会

七
月
九
日
（
水
）
午
後
七
時
～

①
自
動
体
外
式
除
細
動
機（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
設
置
に
つ
い
て

【
中
川
区
】
自
動
体
外
式
除
細
動
機
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
が
公

共
施
設
等

に
設
置
さ

れ
て
い
る

が
、
各
地
区

公
民
館
に

設
置
す
る

予
定
は
あ

る
か
？

【
町
】
各
地

区
公
民
館
に

つ
い
て
は
、

平
成
二
十
一
年
度
設
置
を
検
討
す
る
。

②
給
食
の
地
産
地
消
に
つ
い
て

【
中
川
区
】
地
元
で
生
産
さ
れ
て
い

る
食
材
を
町
の
子
供
た
ち
に
提
供

し
た
い
が
、町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

【
町
】
地
産
地
消
検
討
部
会
を
設
置

し
、
生
産
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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八
月
九
日
（
土
）、
十
日
（
日
）

「
金
武
魂
を
我
が
心
に
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
第
二
十
九
回
金
武

町
ま
つ
り
が
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
當
山
久
三
翁
顕
彰

式
の
後
、
幕
開
け
の
大
演
奏
会
と

鏡
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
設

テ
ン
ト
で
は
全
島
沖
縄
角
力
大
会

が
行
わ
れ
、
今
大
会
に
は
軽
量
級

に
初
の
女
性
選
手
が
出
場
し
、
見

事
優
勝
を
果
た
し
、
会
場
を
大
い

に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
初
め
て
の
試
み

と
し
て
、
第
九
回
金
武
町
青
年
エ

イ
サ
ー
ま
つ
り
（
主
催
：
金
武
町

青
年
団
協
議
会
）
が
同
時
開
催
さ

れ
、
町
内
五
区
の
青
年
会
に
加
え
、

う
る
ま
市
よ
り
屋
慶
名
青
年
会
、

北
谷
町
よ
り
謝
苅
青
年
会
が
ゲ
ス

ト
と
し
て
招
か
れ
、
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
各
区
の
演
舞
で
は
、
伊
芸

区
は
手
踊
り
、
屋
嘉
区
は
囃
子
、

金
武
区
と
並
里
区
は
躍
動
感
の
あ

る
太
鼓
さ
ば
き
、
中
川
区
は
ウ
ス

デ
ー
ク
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
イ

サ
ー
の
特
徴
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ゲ
ス
ト
の
屋
慶
名
青
年
会

は
町
内
に
は
無
い
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー

と
し
な
や
か
な
パ
ー
ラ
ン
ク
ー

で
、
謝
苅
青
年
会
は
力
強
い
囃
子

と
迫
力
溢
れ
る
演
舞
で
観
客
を
魅

了
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
出
演
者
と
観
客
が
一
体

と
な
っ
て
、
大
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
が

▲屋慶名青年会

▲並里区青年会

▲中川区青年会

▲伊芸区青年会

▲金武区青年会

▲出演者、観客入り混じっての大力カチャーシー

▲屋嘉区青年会

▲謝苅青年会

▲まつりを盛り上げた司会の久高さんと仲原さん
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軽量級
　優　勝　大城　梨紗
中量級
　優　勝　島袋　　寿
重量級
　優　勝　新垣　　力

全島沖縄角力大会優勝者

行
わ
れ
、
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
は
青

年
た
ち
の
熱
気
が
残
る
中
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
、
老
人
会
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
職
場
・
団
体

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ

れ
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

公
民
館
玄
関
前
で
は
、
少
年
少
女

合
唱
団
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

も
行
わ
れ
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

と
元
気
な
歌
声
に
、
来
場
者
も
足

を
止
め
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
池
原
塾

に
よ
る
空
手
道
演
舞
、
中
央
公
民

館
サ
ー
ク
ル
の
舞
台
発
表
、
老
人

会
等
に
よ
る
演
舞
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｎ
、
ミ

ヤ
ギ
マ
モ
ル
さ
ん
、
琉
た
け
し
さ

ん
の
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
、
町
内
関

係
者
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会
場

が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
夏
の
夜
空

に
六
〇
〇
発
余
の
花
火
が
打
ち
上

が
り
、
大
き
な
拍
手
と
指
笛
が
鳴

り
響
く
中
、
金
武
町
ま
つ
り
の
全

日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

▲當山久三翁顕彰式

▲空手演舞

▲ZUKANライブ

▲少年少女合唱団ミニコンサート

▲琉たけしさんのライブ

▲公民館サークル「ジャザサイズ」

▲ミヤギマモルさんライブ

▲全島沖縄角力大会
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祝・米寿
米寿の御祝 子孫も揃て 御万人と

共に 祝う嬉しゃ
　８月８日、今年米寿（トーカチー）を迎え
る方のお宅を伊藝達博、池原勝啓両副町長が
訪問し、町からの記念品と祝い金を贈呈しま
した。
　家々にはたくさんの親戚が集まり、おじい
ちゃん、おばあちゃんの長寿を祝っていまし
た。子が弾いた三味線で孫やひ孫が踊る姿を、
手をたたきながら微笑ましく見ていました。
　今年度は町内で３４名の方が米寿を迎えて
います。
　おめでとうございます。

「車イスサッカーを体験しよう！」
小学生ボランティア体験
　
　７月２３日、障害のある方とふれあうことによっ
て、それぞれの違いや個性を知り、違いを認める中
から思いやりの心を育てていくことを目的に、小学
生ボランティア体験「車イスサッカーを体験しよう」

（主催：金武町社会福祉協議会）が、町立体育館行わ
れました。
　同体験は町内小学校の５、６年生を対象に行われ、
初めて乗る車イスに悪戦苦闘しながらも、経験者に
混じって、楽しそうにプレーしていました。
　車イスサッカー（手動）は平成１１年に浦添市で
誕生したスポーツで、１kg のボールを手で転がし、
ゴールを目指すスポーツです。障害のあるなし、年齢、
性別に関係なく誰でも楽しめるユニバーサルスポー
ツとなっています。

▲観客を魅了した伊芸区青年会

▲迫力ある演舞を見せた金武区青年会

▲一緒に汗を流し楽しんだ車イスサッカー ▲子や孫に囲まれて幸せそうなおばあちゃん

夏
祭
り
IN
那
覇

一
万
人
エ
イ
サ
ー
踊
り
隊

　

八
月
三
日
、
那
覇
市
国

際
通
り
で
、「
二
〇
〇
八
夏

祭
り
IN
那
覇 
一
万
人
エ
イ

サ
ー
踊
り
隊
」
が
行
わ
れ
、

本
町
か
ら
金
武
区
（
宇
久
田

貞
治
会
長
）
と
伊
芸
区
（
伊

芸
武
康
会
長
）
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

開
始
前
に
突
然
の
大
雨
が

降
り
出
し
、
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
両
区
が
演
舞

開
始
の
時
間
に
な
る
と
雨
も

ピ
タ
ッ
と
止
み
ま
し
た
。

　

両
区
と
も
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
充
分
に
発
揮
し
た
迫

力
の
あ
る
演
舞
で
、
県
内
外

か
ら
訪
れ
た
沿
道
の
観
客
か

ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　

観
客
と
の
距
離
が
近
く
、

独
特
の
雰
囲
気
の
あ
る
同
ま

つ
り
で
、
観
客
を
魅
了
し
、

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
と
と

も
に
、
金
武
町
の
エ
イ
サ
ー

を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
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赤ちゃん抱っこ体験
　７月２８日から４日間の日程で、乳児やその保護
者とのふれあいを通じて、健康な母性・父性の確
立、生命や性の尊さを学ぶことを目的に、中学校２
年生を対象として、抱っこ体験が保健福祉課・金武
中学校の共催で行われました。
　生徒たちは、抱っこしながら赤ちゃんの顔をの
ぞきこむなどして、かわいい仕草に頬をゆるめて
いました。

　８月２日、ゴミ問題に対する意識を高
め、地域の自然の素晴らしさを再確認す
るとともに、ボランティア活動の啓発と育
成を目的に、マリーンクリーン大作戦（共
催：金武町社会福祉協議会・金武漁業協同
組合）が金武漁港内で行われました。
　児童らを中心にたくさんの参加者が、強
い日差しが照りつける中、約２時間半の作
業を行い、トラック３台分のゴミを集めま
した。予想以上のゴミの量に、参加者から
は驚きの声も聞こえてきました。利用者の
マナー向上が求められます。

　少年野球が盛んな本町に、新たな少年野
球チーム「金武少年イーグルス」が誕生し
ました。チームは金武区の児童を中心に
結成され、奥間和広監督の指導の下、金
武小学校で練習を行っています。
　８月２日には、元ソフトバンクの新里紹
也さんを招いて野球教室が行われました。
教室では、肘や肩を壊さないような投球フ
ォームや、力いっぱいスイングする方法
等、元プロによる分かりやすい指導で、選
手達はみるみる上達していくようでした。

第１６回松原園納涼祭
　８月２日、浜田原公園で、第１６回松原園納
涼祭が行われました。この納涼祭は、施設利用
者と地域との交流を図り、障害者福祉の向上に
寄与することを目的に開催されています。
　まつりでは、盆踊りや施設利用者の余興、
婦人会の余興が行われた他、中川区青年会の
エイサーが披露される等、様々なプログラム
で盛り上がりを見せていました。

▲かわいい赤ちゃんに思わずニッコリ

▲たくさんのゴミが集められた

▲みんなで盆踊り

▲金武少年イーグルス

マ
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

金
武
少
年
イ
ー
グ
ル
ス
誕
生
！
元
プ
ロ
野
球
選
手
を
招
い
て
野
球
教
室
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「ツール・ドおきなわ2008」大会
期      日 ：平成 20 年 11 月 8 日（土）・9 日（日）
内      容：国際ロードレース　3 種目
               市民レース部門　7 種目
               市民サイクリング部門　8 種目
               一輪車競技大会
募集期間 ： 平成20年8月1日（金）～9月30日（火）
  ※一輪車大会平成 20 年 9 月 1 日（月）～ 9 月 30 日（火）
  ※但し、定員に達し次第締め切ります。
申込方法：公式 HP にて。
              アドレスは→ www.tour-de-okinawa.jp

または、参加申込書に必要事項を記入の上、参加
料を添え現金書留にて大会事務所に郵送か、直接
お申込下さい。

《お問い合わせ》NPO 法人　ツール・ド・
                      おきなわ協会（大会事務所）
TEL：0980 ー 54 ー 3174

無料法律相談のご案内

 

～見えてくる日本の暮らし住まいから～
　10 月 1 日、全国で平成 20 年住宅、土地統計調査が行われます。
この調査は、住宅・土地に関する最も基本的な調査です。昭和 23
年以来5年ごとに行われており、今回の調査は13回目に当たります。
調査結果は、国や都道府県・市区町村が住生活基本計画やまちづく
り施策などを立案するための重要な資料として利用され、私たちの
住生活の向上に大切な役割を果たします。調査は、全国の調査区の中
から約5分の1の調査区を選び、その地域内の世帯を対象に行われます。
全国で約 350 万世帯を対象とする最も規模の大きい標本調査です。
　9 月下旬に調査の対象となったお宅に調査員がおうかがいし、
世帯ごとに調査票を配布します。調査票は後日、調査員が受け取
りにおうかがいします。

〈記入内容の秘密は守られています〉
　調査票に記入していただいた内容を他に漏らしたり、統計以外の
目的に使用することは、法律で固く禁じられています。安心して、
ありのままをご記入ください。
　 皆様に記入していただいた調査票の集計結果は、平成 21 年夏
ごろ総務省統計局から公表される予定です。
金武町役場　企画課　TEL 098-968-6262　有線　8-6262

テレビの映りでお困りではありませんか？
　10 月は『受信環境スクリーン月間』です。
　受信障害とは、建造物、不法無線局、家庭
用電気器具等が原因となって、テレビ・ラジ
オ放送の受信に障害を与えることをいいま
す。
　受信障害については、「沖縄受信環境スク
リーン協議会」または「放送局」へご相談く
ださい。

沖縄受信環境クリーン協議会（企画担当事務局）
〒 900-8795
　那覇市総合通信事務所　情報通信課内
電 話　098-865-2307
FAX　098-865-2311

住宅・土地統計調査にご協力下さい。

町では町民を対象に
下記のとおり無料法律相談を行います

１. 開催日時　平成２０年１０月１０日（金）
　　　　　　　　午後２：００～午後４：３０まで
２. 開催場所  金武町役場（３階中会議室）
３. 申込方法
　　　役場総務課（２階）で申込みを受け付けます。
　　　※電話での申込はできません。
４. 申込期間
平成２０年１０月６日（月） ～１０月９日（木）まで

（午前８：３０～午後５：３０まで）
なお、先着８名に達し次第、申込受付を終了いたします。

５.  相  談  員　  中野清光　町顧問弁護士
６. 相談内容
土地、家屋、相続、サラ金などの金融貸借等、法律全般。

なるべく関係書類をご持参下さい。但し、弁護士に依頼  
済みのものや、係争中の事案の相談には応じられません。

■問合せ先　　　金武町役場　総務課　
   有線：８－２１１１　ＮＴＴ：９６８－２１１１
■今年度の無料法律相談は１０月・１２月・翌年２
月の開催を予定しております。（ホームページに同
内容を掲示しています。）
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職種区分 受　験　資　格

一　

般　

行　

政　

職

上級

①	学校教育法に基づく４年制大学を卒業した者、又は平成２１年３月３１日までに卒業見込の者、若しくはこれと同等以
上の学力があると認められる者。

②昭和５１年４月２日以後出生した者
③	第 1次試験当日に金武町に引き続き３ヶ月以上住所を有する者（平成２０年７月19日以前から引き続き金武町に住所
を有する者）又は金武町に本籍を有し、又は父母の一方が金武町に住所を有する者。

中級

①	学校教育法に基づく短期大学を卒業した者、又は平成２１年３月３１日までに卒業見込の者、若しくはこれと同等の資
格があると認められる者。

②昭和５１年４月２日以後出生した者。
③	第 1次試験当日に金武町に引き続き３ヶ月以上住所を有する者（平成２０年７月19日以前から引き続き金武町に住所
を有する者）又は金武町に本籍を有し、又は父母の一方が金武町に住所を有する者。

初級

①学校教育法に基づく高等学校を卒業した者、又は平成２１年３月３１日までに卒業見込の者。
②昭和５１年４月２日以後出生した者。
③	第 1次試験当日に金武町に引き続き３ヶ月以上住所を有する者（平成２０年７月19日以前から引き続き金武町に住所
を有する者）又は金武町に本籍を有し、又は父母の一方が金武町に住所を有する者。

保育士職

①	幼稚園教諭免許状と保育士資格の両方を有する者、又は、平成２１年３月３１日までに幼稚園教諭免許状と保育士資格
の両方を取得見込みの者。

②昭和５１年４月２日以後に出生した者。
③	第 1次試験当日に金武町に引き続き３ヶ月以上住所を有する者（平成２０年７月19日以前から引き続き金武町に住所
を有する者）又は金武町に本籍を有し、又は父母の一方が金武町に住所を有する者。

※幼稚園と保育所勤務の人事異動があります。
※採用後、専門分野以外に配属する場合があります。

管理
栄養士職

①管理栄養士免許を有する者、又は平成２１年３月３１日までに取得見込みの者
②昭和５１年４月２日以後に出生した者
③	第 1次試験当日に金武町に引き続き３ヶ月以上住所を有する者（平成２０年７月19日以前から引き続き金武町に住所
を有する者）又は金武町に本籍を有し、又は父母の一方が金武町に住所を有する者。

１　職種及び人数 ・一般行政職　　若干名
 　　             ・保育士職　　　若干名
   ・管理栄養士職　若干名

２　受験資格

３　試験方法　一般行政職

４　受験申込書の配付および受付期間

５　その他

　　　　　　　保育士職

　　　　　　　管理栄養士職

（1）第１次試験：専門試験、論文試験を実施する。
（2） 第２次試験：第１次試験の合格者を対象に口述試験（個人面談）を

実施する。
（1）第１次試験：専門試験、論文試験を実施する。
（2） 第２次試験：第１次試験の合格者を対象に口述試験（個人面談）を

実施する。

平成２０年９月１６日（火）～平成２０年９月２６日（金）　金武町役場２階総務課
※但し、土曜日、日曜日及び祝祭日を除く午前８時３０分から午後５時３０分までとする。

（1）採用は、平成２１年４月以降予定
（2） 給料は、金武町職員の給与に関する条例（昭和６０年条例第１４号）

を適用する。

（1） 第１次試験：教養試験は上級（大卒）、中級（短大卒）及び、初級（高
卒）を別々に実施し、論文については統一とする。

（2） 第２次試験：第１次試験の合格者を対象に口述試験（個人面談）を
実施する。

平成２０年度　金武町職員採用候補者選定試験の案内
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（有）カネタケ電水工業　（有）国場電工　（有）丸仲電気
（有）宮里電水工業（有）山川電工　　　 ※５０音順

▲▼作業の様子

▲参加業者のみなさん

　

ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ー
ズ
が
稲
尾
杯

で
優
勝
し
ま
し
た
。
金
武
町
の

チ
ー
ム
が
県
大
会
ど
こ
ろ
か
九
州

ま
で
行
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の
頂
点

に
立
つ
な
ん
て
、
本
当
に
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
す
。
私
ど
も
の
頃
に

は
、
県
の
大
会
に
行
く
と
、
他

チ
ー
ム
の
選
手
の
大
き
さ
や
球
の

速
さ
に
ビ
ビ
り
、
手
も
足
も
出
な

か
っ
た
も
の
で
す
。
お
恥
ず
か
し

い
・
・
・
。　

し
か
し
、
こ
こ
最

近
の
金
武
町
の
子
ど
も
達
の
活
躍

に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ー
ズ
を
は
じ

め
、
陸
上
の
全
国
大
会
出
場
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
国
体
選
出
等
、
輝

か
し
い
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
日
々
の
努
力
の
賜
物
で
す

ね
。
金
武
町
に
は
、
開
花
す
る
前

の
つ
ぼ
み
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
い
つ
か
綺

麗
な
花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い

ね
！
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
で
頑
張
る

子
ど
も
達
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
人
も
負
け
て
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
ね
。
何
か
子
ど
も
達

に
夢
を
与
え
る
よ
う
な
こ
と
を
し

な
く
て
は
。
そ
の
た
め
に
は
大
人

も
夢
を
見
な
く
て
は
与
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。幸
い
な
こ
と
に
、

楽
し
い
こ
と
な
ら
一
杯
。
夢
見
る

こ
と
な
ら
目
一
杯
な
ん
で
す
。私
。

　

電
気
使
用
安
全
月
間
（
八

月
一
日
〜
八
月
三
十
一
日
）

中
の
八
月
一
日
、
町
内
高
齢

者
世
帯
を
対
象
に
、
金
武
町

電
業
会
に
よ
る
電
気
設
備
の

安
全
点
検
と
不
良
箇
所
を
補

修
す
る
社
会
奉
仕
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
平
成
十
七

年
度
ま
で
中
部
電
気
工
事
協

同
組
合
の
主
催
で
行
わ
れ
て

お
り
、
金
武
町
は
五
年
に
一

回
程
度
の
割
当
て
で
し
た

が
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
金

武
町
電
業
会
が
独
自
に
行
う

よ
う
に
な
り
、
現
在
ま
で
継

続
さ
れ
て
い
る
奉
仕
活
動
で

す
。

　

高
齢
者
の
相
談
窓
口
で
あ

る
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
九
世

帯
の
電
球
の
取
替
え
や
配
線

の
点
検
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

通
常
な
ら
数
万
円
の
費
用

が
か
か
る
補
修
工
事
を
無
料

奉
仕
し
て
い
た
だ
い
た
高
齢

者
か
ら
は
「
安
心
し
て
旧
盆

を
迎
え
ら
れ
る
」「
ど
こ
に

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら

ず
、
日
頃
気
に
な
っ
て
い
た

電
気
の
こ
と
で
声
を
か
け
て

も
ら
い
、
と
て
も
助
か
っ
た
」

等
の
感
謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

金武町電業会社が社会奉仕活動


